
アセッサーによる
審判指導の流れ

１．試合前に個人もしくはペアで審判指導チェックシートに必要事項を記入する。

２．試合前に審判指導員にチェックシートを渡して評価・指導を依頼する。

【別紙：審判インストラクター参照】

※この試合の課題や観察・評価してほしいことを共有しておく。

３．レフェリー：試合を吹笛 指導員：観察・評価（必要事項を記入していく）

４．試合後は、レフェリー・指導員と共に振り返りを行い、指導員はアドバイス行う

５．チェックシートをレフェリーに返却する。

チェックシートの記入については別紙参照

※事前にレフェリーが準備をしていく（HPからDL可能）



この試合の課題や観察・評価して
ほしいことを簡潔・箇条書きで記入

時間帯と事象などの記録

ABC
〇△
などで
評価を
記入

試合前
に記入

試合前
に記入

試合後にレフェリーと共に
振り返りと反省をして、

その内容を記入・サインをして
レフェリーに返却



審判指導員（審判インストラクター）

A級審判インストラクター 川端 祐貴 （県審判長）

A級審判インストラクター 中島 敬人 （県副審判長）

A級審判インストラクター 林田 誓太郎 （審判委員）

A級審判インストラクター 佐藤 高行 （審判委員）

A級審判インストラクター 今泉 暢禎 （審判委員）

A級審判インストラクター 島村 奈央美 （審判委員）

A級審判インストラクター 萩原 佳明 （審判委員）

各大会に可能な限り審判インストラクターをアセッサーとして派遣します。

様々なアドバイスをさせていただきますのでぜひご活用ください。
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